
 

 

      『自然災害』から見えてきた 
人や地域とのつながり 

 

誰もが自然災害と隣り合わせに生きています。頻発する自然災害から時間を経て見えてき

たことはたくさんあります。今回のシンポジウムでは、人との絆、地域との絆、当たり前の

生活の見直しなど、自然災害を通して見えてきたものについて、皆さんと共に考えていきた

いと思います。 

 

日 時：立教 175 年９月 25日（火） 13：00～16：00 開場：12：30 

会 場：おやさとやかた南右第２棟４階「陽気ホール」 

内 容：・基調講演「東日本大震災に何を考え、どう動いたか」 

       諸井 道隆 氏（山名大教会長） 

      ・パネルディスカッション 

           「人や地域とのつながりを求めて」 

【パネリスト】荒川 博 之 氏（長楽分教会前会長） 

・阪神大震災の後、兵庫教区長田支部長として復興支援に携わる 

         豊島 日出美 氏（虻田分教会長） 

・噴火を繰り返す北海道有珠山の地元 室蘭支部長 

       土内 やえ子 氏（南陸中分教会長夫人） 

・岩手県九戸郡野田村にて東日本大震災の支援に携わる 

【司   会】林  久 郎  （ひのきしんスクール運営委員） 

対 象：テーマに関心がある方 

定 員：300 名（定員になり次第締め切り） 

  参加費：無料 


